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鉄道事業の最前線となる現場は、広大な敷地を有する車両基地であったり、広範囲にわたる線路で

あったり、あるいは高速で走行する列車内であることから、そこで働く現場社員がシステムを活用しにく

いという課題がありました。

しかしながら、近年、IT技術は著しく発展し、特にスマートデバイス＊1の普及や通信技術の高度化に伴

い、最前線である現場で働く社員をシステムでサポートできるようになり、安全性の向上やCSの向上に大きな

効果を上げています。今後も、最新のIT技術を活用して、鉄道に関わるさまざまな業務を支えていきます。
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小山 秀一当社にとってホームの安全は重要なテーマであり、「安全考動計画2017」においても「ホームにおけ

る鉄道人身障害事故3割減」を到達目標とし、ハード・ソフト両面から対策を進めています。

カメラの画像解析技術を利用した取り組みは、アルゴリズムという“知能”を持たせることにより、防犯カ

メラを単なる事後の記録装置としてではなく、危険をいち早く検知できる装置として事故防止に役立てるも

のです。また、六甲道駅で試行していた昇降式ホーム柵は検証の結果、実用化可能と判断できました。今後

可動式ホーム柵も含めたホーム柵の設置を順次進め、お客様のホームからの転落防止に努めていきます。

さまざまな技術を用いて、ホームの安全対策を一層推進します

車両情報システムは、鉄道固有の車両メンテ
ナンス業務をさまざまな技術要素やデバイ
スを組み合わせてシステム化したものです。
特に、現場の検査業務に専用ハンディター
ミナルを導入することで、検査漏れや検査
結果を即座にチェックするなど、検査精度
を向上させています。

アーバンエリアを中心に、お客様案内に役
立つアプリを多数搭載したタブレット端末
を導入しています。これにより、列車遅延時
に詳細な運転状況をお知らせしたり、海外
からのお客様向けに外国語放送を流すな
ど、従来よりきめ細かな情報提供が可能に
なりました。

車両情報システムにより、車両の
安全性を向上

タブレット端末により車内放送に
よるお客様案内を充実

遠隔セキュリティカメラ
駅構内の防犯カメラの画像から、大きく蛇行して歩いているお客様やベンチ
で長時間座り込んでいるお客様などを画像解析装置で自動検知します。警
報を受けた係員が画像を確認後、危険性があれば駅に連絡してお客様への
対応を行います。すでに大阪環状線の京橋駅で運用を開始しています。

昇降式ホーム柵の導入と、可動式ホーム柵の設置拡大
すでに導入されている可動式ホーム柵の設置拡
大を進めるほか、ロープを上下に昇降させるこ
とで扉の枚数が異なる車両にも対応できる昇
降式ホーム柵を、2016年春に完成する高槻駅
上下外側線ホームに設置します。

転落検知カメラ
ホーム屋根の専用カメラに
より、ホームから線路内への
転落を自動的に検知し、乗
務員に知らせて列車の停止
手配をとるとともに、駅係員
が現地へ急行して対応を行
います。また、ホーム端を歩
いているお客様を検知し、
内蔵しているスピーカーで注
意喚起も行います。2015年
度中に大阪環状線の西九条
駅で運用開始予定です。
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※安全研究所による、お酒を飲み過ぎたお客様の行動特性に関する
　研究については、P27をご覧ください。

必要な検査項目の表示を行い、
入力結果を即時解析

車種によって異なる膨大な検査を
システムがサポート

列車在線情報アプリによる列車案内の例

お客様案内用に、
JR西日本独自の
アプリを開発

列車在線情報アプリ
輸送障害時に列車ごとの遅れなど
詳細な運行情報を把握可能

外国語放送アプリ
英語・中国語・韓国語の車内放送に対応

後からまいります新快速電車は
約15分遅れて運転しております。
このため、この電車が大阪まで

先に着きます。

駅構内

現地対応が必要な場合

既存の防犯カメラの映像
①異常発生 ②異常検知 警報 （全ての警報を

  常時確認）

〈係員〉

③アラーム出力・
　状況把握

電話④対応依頼【駅係員】
　または【警備員】

検知装置防犯
カメラ

センター

Network

駅係員など現地対応

異常発見！

用語解説 ＊1 スマートデバイス:情報処理端末（デバイス）のうち、単なる計算処理だけではなく、
       あらゆる用途に使用可能なスマートフォンやタブレット端末を総称する呼び名
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